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令 和 ２ 年  第 １ ２ 回  加  須  市  教  育  委  員  会  定 例  会  会  議  録 

招集の日時   令和２年１２月１８日              午後１時３０分 

招集の場所   全 員 協 議 会 室  ※新型コロナウィルス感染症対策のため会場変更 

開会の日時 令和２年１２月１８日              午後１時３０分 

閉会の日時 令和２年１２月１８日              午後４時１０分 

出席者の氏名 
 渡邉義昭教育長、福田孝夫教育長職務代理者、小林義之委員、遠藤康江委員、猪

股富美子委員、秋山哲也委員 

欠席者の氏名  

会議に出席した者 

の氏名 

江原千裕生涯学習部長、杉田 勝学校教育部長、小泉雅広こども局長兼福祉事務

所長兼学校教育部理事、大原英明生涯学習部副部長兼教育総務課長、石川達雄生

涯学習部参事兼スポーツ振興課長、細田周作生涯学習課長、平渡勢津郎文化・学

習センター所長、増田英二図書館課長、刑部香織学校教育課長、高貫 貢学校給

食課長、塩崎昇一こども局副局長兼子育て支援課長兼学校教育部参事、野本朋子

保育幼稚園課長兼学校教育部主席専門員、齋藤 誠学校教育課主幹兼指導主事、

田島直樹学校教育課主幹兼指導主事、武井由加里教育総務課主幹 

会期日程 第１ 会議時間の決定 

第２ 会議録署名委員の指名 

第３ 前回会議録の承認 

第４ 第５６号議案 加須市立小学校に入学する児童及び加須市立小・中

学校に在籍する児童生徒の障害の種類及び程度の判

断について 

第５ 協議事項 小中学校プール施設の今後のあり方について 

第６ 協議事項 加須市民運動公園市民親子プールについて 

第７ 協議事項 令和２年度卒幼稚園修了証書授与式及び小・中学校

卒業証書授与式への対応について 

第８ 協議事項 第２期加須市スポーツ・レクリエーション推進計画

（素案）について 

第９ 協議事項 令和３年加須市成人式の開催方法の変更について 

第１０ その他  

発言者 会議の概要 

渡邉教育長 ただいまから、令和２年第１２回加須市教育委員会定例会を開会します。 

会議時間の短縮のため、事務局は各資料の説明について、簡潔明瞭に行ってく

ださい。 

 

本日の議事日程につきましては、別紙のとおりでございますので、ご了承願い

ます。 

本日は、傍聴希望者はございません。 
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渡邉教育長 

 

【日程第１ 会議時間の決定】 

日程第１ 会議時間の決定についてでございますが、本日の日程がすべて終了

するまでとすることでよろしいでしょうか。 

（異議なしとの声あり） 

 

それでは、会議時間は、本日の日程がすべて終了するまでといたします。 

 

 

渡邉教育長 

【日程第２ 会議録署名委員の指名】 

日程第２ 会議録署名委員の指名について、今回は猪股委員にお願いいたしま

す。 

 

猪股委員 

 

 はい。 

 

 

渡邉教育長  

  

 

 

【日程第３ 前回会議録の承認】 

日程第３ 前回会議録の承認についてですが、令和２年の第１１回定例会の会

議録については、事前にお配りしてございます。 

前回会議録の内容について何かご質疑、ご意見等ございますか。  

 

渡邉教育長 ご質疑、ご意見等ないようですので、前回会議録については承認ということで

よろしいでしょうか。 

（異議なしとの声あり） 

 

それでは、承認とします。 

 

渡邉教育長 日程第４ 第５６号議案「加須市立小学校に入学する児童及び加須市立小・中

学校に在籍する児童生徒の障害の種類及び程度の判断について」から日程第６  

協議事項「加須市民運動公園市民親子プールについて」までは、個人情報を含む案

件及び令和３年度予算に関わる協議案件であることから、加須市情報公開条例第

７条第１項第２号及び第４号の非公開情報にあたります。 

 

 よって、日程第４から日程第６は、加須市教育委員会会議規則第３条第５項に

基づき、会議を非公開とする ことでよろしいですか。 

（よろしい との声あり） 

 

渡邉教育長 それでは、これより会議を非公開といたします。 

 

 【日程第４ 第５６号議案「加須市立小学校に入学する児童及び加須市立小・中

学校に在籍する児童生徒の障害の種類及び程度の判断について」】 

 

 （全員賛成により原案可決） 

 

 【日程第５ 協議事項「小中学校プール施設の今後のあり方について」】 

 

 【日程第６ 協議事項「加須市民運動公園市民親子プールについて」】 

 

渡邉教育長 これより会議の非公開を解きます。 
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 【日程第７ 協議事項「令和２年度卒幼稚園修了証書授与式及び小・中学校卒業

証書授与式への対応について」】 

 

渡邉教育長 日程第７ 協議事項「令和２年度卒幼稚園修了証書授与式及び小・中学校卒業

証書授与式への対応について」、協議します。 

事務局より説明させます。 

 

刑部学校教育課長 

 

今年度末の卒業証書授与式及び修了証書授与式について、現時点での対応案を

まとめております。 

式典の時間を短縮し、来賓の方も制限して実施したいと考えております。式辞

については検討中です。保護者は現在の案では「参加可」としておりますが、今後

の感染状況を注視し、場合によっては制限をすることも検討します。 

また、会場の換気やマスクの着用、アルコール消毒といった感染対策を十分に

取りながら実施いたします。 

ご協議の程よろしくお願いいたします。 

 

渡邉教育長 以上説明がありましたが、これはまだ案であるということです。 

例えば、合唱の練習で集団感染したという事例も発生してきておりますので、

国歌斉唱や校歌斉唱についても、どうするか検討しないといけないと思います。 

卒業式の関係につきましては、今後の感染の状況により変化があるかもしれな

いということをご承知おきいただきながら、ご意見等をお願いします。 

 

秋山委員 国家斉唱や校歌斉唱については、やはり皆さんで歌うということは、かなりリ

スクがあると思います。フェイスシールドだけではあまり効果がないようで、歌

う場合はマスクをしてくださいという通知を見ましたので、マスクをしながら歌

うという方がいいと思います。 

 

小林委員 教育委員をやっていながら、学校を訪問する機会がほとんどなくなってしまっ

ています。北川辺地域は資源ごみを各学校で収集していますので、そうした際に

できるだけ学校に行って、少しでも様子を感じるようにしてきましたが、非常に

残念な１年でした。学校の先生や生徒、保護者の方たちはなおさらだと思います。 

ですから、卒業式には、地域と学校と関係性を踏まえ、地域の方も最低限の人数

に絞った形で来賓として参加する方がいいのではないかと感じています。また、

仮にあいさつをしなくても市教委からも参加した方がいいのではないでしょう

か。感染が心配なことは承知しておりますが、学校が地域から孤立したようにな

ってしまいます。 

学校の先生には、来賓に対し、余計な負担をしないよう、くれぐれもお願いする

という形でどうだろうかと考えます。 

 

渡邉教育長 地域で学ぶ学校として地域の方との連携を大切にして欲しいというご意見とし

てお伺いしまして、今後の状況を踏まえて検討させていただくという含みを持た

せていただければと思います。 

状況によっては、卒業式自体を中止せざるを得ないようなことになるかもしれ

ませんが、それだけは避けたい。何とかして実施できる方向で検討していきたい

と思っております。 
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それでは次に進みます。 

 

 【日程第８ 協議事項「第２期加須市スポーツ・レクリエーション推進計画（素

案）について」】 

 

渡邉教育長 日程第８ 協議事項「第２期加須市スポーツ・レクリエーション推進計画（素

案）について」、協議します。事務局より説明させます。  

 

石川生涯学習部参

事兼スポーツ振興

課長 

 

第２次加須市スポーツ・レクリエーション推進計画素案をお示ししております。 

 この計画は、加須市総合振興計画、加須市まち・ひと・しごと創生総合戦略、加

須市人づくり宣言、加須市人づくりプランを上位計画とした計画で、令和３年か

ら令和７年度の５年間を計画期間としております。 

スポーツ基本法におきまして、スポーツは、競技スポーツから健康スポーツ、健

康活動までを含んだものとしておりますが、一般の方は、スポーツというと競技

スポーツを頭に浮かべてしまいがちだということから、ラジオ体操やウォーキン

グなど、体力を保持増進するといったような簡単な運動までを含めたものだとい

うことを理解していただけるように、計画名をスポーツ・レクリエーション推進

計画としております。 

基本理念は「みんなでスポーツ、元気な加須市～スポーツの力で市民も加須市

も元気なまちづくり～」として、基本目標を２つ立てております。 

基本目標１を「スポーツを楽しむ元気な市民～スポーツ参画人口の拡大」、基本

目標２を「スポーツで元気な加須市～スポーツを核とした交流人口の拡大～」と

しまして、各目標の実現に向けて８つの施策と各事業を位置付けております。 

よろしくご協議の程よろしくお願いします。 

 

渡邉教育長 以上説明がありました。ご質疑、ご意見等ございますか。 

 

遠藤委員 

 

アンケートの調査結果で、「総合型地域スポーツクラブの認知度」について、「知

らない」が75.9％となっております。総合型地域スポーツクラブについて、詳し

い内容を教えてください。また、「認知度を向上させることが求められます」とあ

りますが、具体的な方法を教えてください。 

 

石川生涯学習部参

事兼スポーツ振興

課長 

 

総合型スポーツクラブはヨーロッパで生まれたスポーツクラブです。地域を核

として、一つの競技ではなく、いろいろなスポーツに参加できる、地域に帰るとス

ポーツ施設があって様々なスポーツを楽しむことができる、という形で、地域で

スポーツを推進する組織です。 

現在、加須にＦＣ ＫＡＺＯというサッカーチームがありますが、そちらが総合

型になっておりまして、サッカーだけではなく、障害者スポーツやバスケットな

ど、様々な種目をやっております。 

また、現在、平成国際大学では、バレーボールを中心として、サッカーなど複数

の競技ができるような形のものを考えているということです。 

認知度ですが、ＦＣ ＫＡＺＯという名前は知っている方も多いかと思います

が、それが総合型だということは知られていないというところがあります。 

また、数年前までは市内に総合型地域スポーツクラブは３クラブありましたが、

現在は１つということで、なかなか運営が厳しいという現状がございます。まず

は、いろいろな形での広報、体協の広報なども活用して周知していくことかと考
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えております。今後、平成国際大学の方で参加者募集などをしていく際には、市も

協力して周知してまいります。 

 

遠藤委員 スポーツをやっている方たちが総合型地域スポーツクラブを立ち上げるための

補助という形ではないのですね。 

 

石川生涯学習部参

事兼スポーツ振興

課長 

 

市として補助はしておりません。国の方でこのクラブを推進しておりまして、

ＴＯＴＯを資金に、助成金を出したり、設立準備やクラブの運営に必要な人材的

な支援を行ったりする補助をしております。 

 

渡邉教育長 市の方では経済的な支援はしておりません。あくまでも、クラブ自身が総合型

スポーツクラブとして自立していくということです。 

国からの支援制度はありますが、その支援が終わるとクラブを継続していくと

いうことが難しくなってしまうようなケースも実際にありますので、支援を受け

ることがいいことなのかということもあります。 

他にございますか。 

 

秋山委員 スポーツ少年団に入っている子供の割合が、11.5％、目標値でも13％と、かな

り低い印象があります。私が小さい頃は、４割か５割ぐらい入っていたのではな

いかと。 

その大きな原因として、少年団は土日に活動していて、保護者が手伝いをする

ということを懸念して子供を入れたくないという声も多いと聞きます。「団体運営

の工夫が課題」とありますが、そうした保護者の負担という懸念も含めて、課題へ

の対応について教えていただけますか。 

 

石川生涯学習部参

事兼スポーツ振興

課長 

 

全国的な流れとしてスポーツ少年団に加入する児童が減ってきているというこ

とは事実で、埼玉県内もほとんどの市町村が同じような状況でございます。 

一つとしては、スイミングスクールなどの民間スクールや、先ほど申し上げた

ＦＣ ＫＡＺＯなど、いろいろな選択肢がある中で、スポーツ少年団の加入者が

減ってきているということがあるかと思います。 

また、チームによっては、手伝うということが役割になっていて、それを嫌がる

方もいるということも事実の一つではあるかと思いますが、少額の月謝でコーチ

の方もボランティアでやっているような状況で、そうした手伝いをする人たちが

いないと運営できないという実態もありまして、その辺が課題にはなっているの

かなと思います。 

そちらについては、スポーツ少年団の中でも課題として捉えております。それ

ぞれのチームの考え方もありますので、スポーツ少年団の中で少しずつ議論して、

どのようにすべきか検討いただくことは必要であると考えております。 

 

秋山委員 特に小学生の場合は体格を形成していく上で、スポーツは必要だと思いますの

で、少年団も入りやすい環境づくりとして、例えば、月謝をもう少しもらっても、

お手伝いの方がいらっしゃるとか、課題が克服できれば、もっと増えるのではな

いかなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

渡邉教育長 他にございますか。 
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小林委員 とてもすばらしい計画だと思います。その上で、この計画を実施すること、それ

から継続することは、なかなか大変だという印象を持っています。 

私はスポーツが大好きで、人生そのものを楽しくするものだと思っています。

好きこそものの上手なれといいますが、そこが発端になるのではないかと。人が

うらやましくなるような人、そういう成功例を身近に感じることを工夫されては

どうかなと思います。また、継続することが難しい理由、そこからアプローチする

ということも大事ではないかと思います。 

これはとても乱暴な言い方になりますが、スポーツであれ音楽であれ、得手不

得手があります。ですから、こちらがいくら催し物などをやっても、それに惹かれ

る人は限られてしまうのではないかと率直に思います。 

繰り返しになりますが、身近な人がスポーツを楽しんでいる、そういう事例に

接する場が大事なのではないかと思います。１例として、私の家の近くでも、高齢

者の散歩、ウォーキングをしている人が、年々増えているんですね。その人たちが

同じ時間に会話して楽しそうにやっているうちに、また違う仲間が増えてきたり

している。スポーツというのはそういうものではないだろうかと思います。 

何点か申しましたが、全体としては素晴らしい計画だと思います。 

 

猪股委員 様々な視点から様々な活動を取り上げていてすばらしい計画だと思いますが、

数値目標に参加者数を設定するというところが行政特有だなと感じます。現状を

見てみますと、コロナ禍の中で、少なくとも１年くらいは有志が集まって楽しく

スポーツをするイベントはいろいろな制約を余儀なくされると。そういう中でこ

の数値目標が果たして効果的に実現できるかというと疑問が残ります。 

小林先生のお話とも関係してきますが、スポーツは、やって楽しい人と見て楽

しい人と、様々な方がいると思います。参加する人だけが楽しかったり幸せにな

ったり健康になったりということではなくて、それを応援する人も一緒に楽しめ

たり幸せな気持ちになったりという視点が少し足りないのではないかなと感じま

した。 

これは教育委員会とは別の、シティプロモーション課の管轄になるのかもしれ

ませんが、ここに出ている様々なイベントというのは、参加するだけではなくて、

できる限りたくさんの市民や市外の人たちも一緒に見て楽しめるイベントとし

て、Ｗｅｂで限定公開するような情報発信を強化した上でのイベントであるべき

だと思います。目標値の読み方としては、参加した人だけではなく、Ｗｅｂ上でそ

れを見た人やアクセスした人、そういうものも含めてカウントをするべきである

し、そういう形でイベントを開催すべきだと思います。 

また、話題になるイベントを開催して、それをテレビや新聞や雑誌がどう取り

上げてくれたのかということも、とても大事な数値としてカウントできるのでは

ないでしょうか。パブリシティの位置付けは、もう少し明確にしたほうがいいの

ではないかと思います。 

民間企業との連携とありますが、これは民間の施設を有効利用するということ

だけではなく、様々なスポーツイベントについて、例えば市内外の民間企業に対

し、応援企業を広く募って、Ｗｅｂでも公開して、というような、参加する以前の

関わり方を見える化できるような仕組みを作るとより効果的な展開になるのでは

ないかなと思いました。 

 

渡邉教育長 パブリシティは現在もやっていますが、それが具体的に表現されていないとい

うところかと思います。 
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今回のスポーツ・レクリエーション推進計画では、筋力アップトレーニング事

業や生活習慣病予防事業、元気はつらつ介護予防事業というようなものも運動と

してとらえて、そういうものを大切にしていくんだという部分は、大きな視点か

なと思っているところです。 

 

石川生涯学習部参

事兼スポーツ振興

課長 

 

パブリシティに関しては、先ほど言われたＷｅｂ上での展開は当然やっていか

なくてはいけないところかと思いますので、今後、各事業を具体的に実施してい

く中で進めていきたいと思います。 

また、見て楽しむということも必要な部分ですので、女子野球やスポーツクラ

イミングの全国大会など、本物を間近で実際に見る機会を作っていければと考え

ております。 

ラジオ体操や地元でやっているウォーキングといったものについても、今回、

力を入れて表現をさせていただいたところでございますので、ご理解いただけれ

ばと思います。 

 

遠藤委員 スポーツクライミングやマラソン大会というのは、参加するのにとてもハード

ルが高いような気がしていましたが、今回の計画には自転車の推進ということが

入っています。自転車ですと、参加する年齢もとても幅広くなりますし、ロードレ

ースなどで応援するスポーツボランティアの育成にも繋がるので、とてもいいな

と思いました。 

 

渡邉教育長 本日いただいた意見等を踏まえて、修正等をして進めてください。 

それでは次に進みます。 

 

 【日程第９ 協議事項「令和３年加須市成人式の開催方法の変更について」】 

 

渡邉教育長 日程第９ 協議事項「令和３年加須市成人式の開催方法の変更について」、協議

します。 

こちらについては、本日、急きょ会議を開いて、方向性を模索している状況でご

ざいます。事務局より説明させます。  

 

細田生涯学習課長 

 

令和３年加須市成人式の開催方法の変更についてでございます。委員の皆さん

には、既に式典への出席等をお願いしていたところでございますが、最近の新型

コロナウイルス感染症の全国的な広がり等を踏まえ、午前中に部長以下、会場と

なる４つの文化・学習センター館長が集まり、感染リスクを回避しながら、どのよ

うにすれば成人式を開催できるかを検討いたしました。 

本人はもちろん、親御さんを含め、皆さんが楽しみにされておりますので、何と

か開催だけはしたいということから、式典は中止とし、屋外で受付と写真撮影の

みを行う、青空成人式という形で開催したいと考えました。 

本日、教育委員の皆さんにご協議いただきまして、来週月曜日のコロナ対策本

部会議に提出し、調整していきたいと考えております。 

ご協議の程お願いいたします。 

 

渡邉教育長 今年度、コロナ対策として、式典を５ヶ所に分散して開催するとしていました

が、感染が広がっている現状を考え、青空成人式として、式典なしでやりたい。騎

西、北川辺、大利根地域は、一つの中学校の卒業生ですから、同じ時間に受付をし
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て写真を撮る。加須地域については、五つの学校が集まることになりますので、学

校ごとに時間を分けて実施するということです。 

具体的なところは、これからさらに詰めていくことになりますが、そうした形

でやることについてご承知いただけませんか、ということです。 

ご意見等ございますか。 

 

遠藤委員 屋外ということですが、各文化・学習センターの外ということでしょうか。雨天

の場合は。 

 

細田生涯学習課長 例えば、アスタホールでは、野菊公園の駐車場に受付を設け、公園で写真撮影を

するという形、みのりでは、南玄関ホールの手前に受付を設け、屋外の中庭のよう

になっているところで写真撮影をするという形で、お手洗を使用する時のみ、館

内に入るという対応を考えております。 

雨天の場合は、屋内の玄関付近で受付をしまして、マスクをしたまま写真撮影

するということで考えております。例えば、パストラルかぞの場合には、三角屋根

の下での撮影が考えられるかと思います。 

 

渡邉教育長 アスタホールの場合は、多目的ホールの方が、密を回避できるかもしれません

ね。地域ごとに、どこで受付をしてどこで写真撮影をするか、月曜日までに具体的

に検討してください。 

他にございますか。 

 

秋山委員 詳細が決まりましたら、教育委員には通知されるのでしょうか。 

 

細田生涯学習課長 月曜日の夕方の対策本部会議で決定後、詳細を各委員にご連絡させていただき

ます。 

 

渡邉教育長 加須市の感染者数が今、どんどん増えてきています。２０歳くらいですと、行動

範囲が広いですから、なおさら注意しなくてはということで、こうした変更をす

るということでご理解ください。 

 

福田教育長職務代

理者 

加須地域以外は１中学校ですので、写真撮影も比較的スムーズにいくと思いま

すが、加須地域の場合は複数中学校の卒業生ですので、クラスごとに写真を撮る

というのは、しっかり計画を立てないとかなり難しいと思います。これから綿密

な計画等を示すと思いますが、よろしくお願いします。 

 

渡邉教育長 来週には生涯学習課から詳細を連絡するようにお願いします。 

それでは、以上で協議を終わります。 

 

 【日程第１０ その他】 

 

渡邉教育長 日程第１０ 諸般の報告をいたします。 

まず、各部長より、順次報告をいたします。 

 

江原生涯学習部長 ・ これまで実施してきた小中学校校舎大規模改修工事について（資料あり） 
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杉田学校教育部長 ・ 学校職員の新型コロナウイルス感染について（資料あり） 

・ 小中学校の２学期末及び３学期開始の日程について 

 

小泉こども局長 ・ 令和３年度加須市立樋遣川幼稚園の３歳児クラスの休室について（資料あり） 

・ 令和２年のこども局の取組について 

 

渡邉教育長 何かご質疑、ご意見等ございますか。 

 

遠藤委員  給食のアンケートの中で、子供たちが給食を通じて野菜を中心にいろんなもの

が食べられるようになったという結果がすばらしいなと思いました。それと同時

に、家庭ではなかなかこういうものが出ないのかなという懸念も感じました。 

本当にいろんなメニューを出していただいて、子供たちが給食が大好きで、い

ろいろなものを食べられるようになったということを感謝申し上げたいと思いま

す。これからもよろしくお願いいたします。 

 

高貫学校給食課長 ありがとうございます。 

１１月にもお話しましたが、子供たちが苦手なものがメインの時は、残菜が多

いということはありますが、食育という中で、栄養士がバランスのとれた給食の

提供をということでやっております。今後とも子供たちの発達に寄与するような

給食、いろいろなものを食べてもらえる給食ということを考えながらやっていき

たいと思います。 

 

渡邉教育長  他にございますか。 

 

猪股委員 今日、加須南小学校で、ＧＩＧＡスクール関連の教職員向けの研修会が行われ

ていると思います。加須ではありませんが、私の周りでも実際にタブレットが納

品され、学校現場が非常に混乱しているという状況があります。これから本格的

に端末の設定などの現場対応が必要になってくると思いますので、くれぐれも先

生方の体と心のケアをよろしくお願いします。 

それに関連して、こうしたデジタル機器を日常的に使うことになりますと、子

供たちの体調の変化というものが確実に出てきます。視力ももちろんですが、姿

勢なども関係してきますので、やはりこのＧＩＧＡスクールを運用するにあたっ

ては、養護の先生が中心になるかと思いますが、子供の心と体の健康という視点

からの研修もしっかりやっていただければなという気がしました。 

それから、給食アンケートについて、アンケートの対象が小学校では４～６年

生となっています。アンケートの文章を読んで理解するという能力的なところか

らこうした対象になっているのかと思いますが、１年生は初めての給食ですし、

低学年の時に給食の時間を楽しみに充実して過ごせるように、低学年の子たちの

ニーズや現状把握といったこともやっていただければなと思いました。 

 

高貫学校給食課長 ありがとうございます。 

アンケートとしましては、委員さんからお話いただいたように、低学年、特に１

年生は厳しいところがございますので、対象を限定しているというところがあり

ます。 

特に低学年の給食の現状確認ということですが、学校給食の献立を作成してい

る栄養士は、県から派遣されております。埼玉県は、全国の中でも進んでいて、そ
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うした栄養教諭が多くの学校に配置されていますので、定期的に子供たちが給食

を食べているところを見に行ったり、一緒に給食を食べたりしながら、残菜量を

確認したりもしております。特に低学年については、そうしたことで現状把握を

しております。今後も続けていきますので、よろしくお願いいたします。 

 

小林委員 ちょっと思い出したのですが、北川辺給食センターでは、確か機械の関係でご

飯の炊き方が変わりましたよね。ご飯の「おいしい」「ふつう」という結果は、北

川辺が常にトップでしたがそうでなくなったということ、「水気が多い」「やわら

かい」というところも数字が大きく出てきていることが気になります。ご飯の炊

き方が変わった後としては、これは初めてのアンケートですか。 

 

高貫学校給食課長 今年度は休校の関係で４月５月は給食の提供がありませんでしたので、１学期

ではなく９月にアンケートを実施しました。北川辺では、炊飯の仕方が変わって

から最初のアンケートとなっております。 

ご飯については、前回までは北川辺は「おいしい」「ふつう」が９０％を超えて

おりましたので、今までと比べれば、ポイントは若干下がり、８０％台になったと

いうことはあります。保護者の方の試食会を北川辺中学校で実施したところ、そ

こまで不評ということはありませんでしたが、やはり炊飯してから時間がたって

おりますので、以前と全く同じというふうにはならないかとは思います。 

また、炊飯方法は変わりましたが、お米については、間違いなく北川辺地域産の

お米を提供させていただいております。 

 

渡邉教育長 一番違うのは、炊きあがってから食するまでの時間ですね。これまでは１０時

半に炊きあがったものを１２時半頃には食べていたわけですから。でも、炊飯の

機械がもう修理できないということですので、こうした形でやらせていただいて

いるということです。 

他にございますか。 

 

それでは、以上で、令和２年第１２回定例会は終了となります。 

 

次回、令和３年第１回定例会は１月２９日（金）午後１時３０分に開会します。

これをもちまして、令和２年第１２回加須市教育委員会定例会を閉会といたしま

す。 

長時間にわたり、ご苦労さまでした。 

 

 

 

上記、会議の顛末を記載し相違ないことを証明するため、ここに署名する。 

 

 

 

令和３年１月２９日 
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